
 

 

 

 

 

 
 

管内 18地区の定点圃場にて、分げつ、草丈などの生育状況、病害虫の発生状況など 

を重点に調査を行った“水稲生育状況調査”結果を提供しますので、ご活用ください。 

気象庁は１４日、「中国地方が梅雨入りしたとみられる」と発表しました！ 

広島県の向こう 1週間の天気は、前線や湿った空気の影響で曇りや雨の降る日が多いでしょう。 

最高気温、最低気温はともに平年並か平年より高い見込みです。いもち病の発生に注意！！ 
 

 
 

 トビイロウンカ （令和４年６月１３日現在） 

JA広島市管内では、 

トビイロウンカの飛来は未確認。 

※梅雨前線の影響により、大陸からの飛来が予想されます。 

引き続き、今後の動向に注意してください。 

また、株元を中心に観察を行ってください。 
 

 

 

◆いもち病について 

～今後１カ月の“いもち病”発生予報について（６月８日に農水省より発表）～ 

 いもち病の発生については、四国地方で多く、中国地方でやや多いと予想 

 断続的な降雨がある場合には、 
いもち病が急激に発生する恐れがあり、警戒が必要 

 発生条件 
 気温：繁殖適温 25～２８℃の温度が連続する時 

 湿度が９０％以上の日が続き、日照不足の時 

 稲の葉色が濃い場合（窒素過多） 

◆防除対策・薬剤 

  稲の生育や収量に大きな影響を与えますので、防除を徹底しましょう！ 

品 名 使用時期 回数 
10a あたりの 

使用量 
規格 

当用価格 

（税込） 

予防剤 オリゼメート粒剤 
初発の１０日前 

から初発時 
２回 

以内 
４㎏ ３㎏ 2,639 円 

予防剤 コラトップジャンボ 出穂５日前まで 
２回 

以内 
10～13P 50ｇ×10P 3,523円 

治療剤 ブラシン粉剤ＤＬ 収穫７日前まで 
２回 

以内 
3～４㎏ ３㎏ 1,215円 
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▲一般社団法人 日本植物防疫協会より 

▲葉いもちの病斑 
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